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第 17 章　駒 林 遺 跡 の 調 査

Ⅰ　遺跡の立地と環境
　駒林遺跡は、亀居遺跡付近を湧水源とする福岡江川の右岸、武蔵野台地の一段低い立川段丘面に立地し、
標高 12 ～ 15 ｍ前後の平坦地を形成する。もともと遺跡の範囲は南北 300 ｍ、東西 800 ｍの範囲であっ
たが、2002 年～ 2004 年に行った駒林土地区画整理事業に伴う試掘調査の結果、大溝を検出した南北
160m、東西 80m の範囲に遺跡を縮小し、さらに地下式坑を検出した周辺を駒林新田前遺跡として独立
させ、新たな包蔵地として 2004 年 3 月に追加した。しかし、第３地点で検出した溝と過去の試掘調査で
検出した溝の配置を再検討した結果、一辺 140 ～ 160m の台形区画に溝が巡る事が明らかとなり、2008
年２月に再び遺跡範囲の変更増補を行い、北側の葺石と板碑を検出した駒林中世墳墓と東側の地下式坑を
検出した駒林新田前遺跡を統合した。区画整理後は開発が進み、宅地と商業地に変貌を遂げ、部分的に畑
が残っている。
　周辺の遺跡は 500m 下流に福岡新田遺跡、南側にも地下式坑を検出した富士見市の稲荷久保北遺跡が
ある。2002 年以降の試掘調査の結果、幅５m、深さ２m の大溝や荼毘跡、縄文時代の集石土坑等を検出する。

第 93 図　駒林遺跡の地形と調査区（1/5,000）
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第 53 表　駒林遺跡調査一覧表

地点 所在地 調査期間
（　）は試掘調査 面積（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

86-1 駒林字南原 353・
354 19868.13 ～ 25 1,536 範囲確認 溝、土師器 上埋Ⅸ

91 駒林新田 駒林新田 727-1-3 1991.8.3 2,186 共同住宅 遺構遺物なし 上埋 14

92 駒林字南原 341 1992.9.16 ～ 18 987.6 共同住宅 遺構遺物なし 上埋 15

95 駒林字新田前 271-2 1995.11.8 ～ 24 231 個人住宅 溝 1、遺物なし 上埋 18

96 駒林本町 153-3・4 1996.6.10 ～ 13 231 個人住宅 遺構遺物なし 上埋 19

97-1 駒林新田前 266-2 1997.5.8 ～ 12 132 個人住宅 溝 1、遺物なし 上埋 20

97-2 駒林字新田前 223 1997.5.9 ～ 15 991.55 共同住宅 溝 1、遺物なしピット 1、須恵器片 上埋 20

97-3 駒林字新田前 291-
1・2 1997.10.6 ～ 17 991 診療所 溝 1、甕、すり鉢片 上埋 20

98 駒林字新田前 312 1998.8.10 234 個人住宅 遺構なし、陶磁器片 上埋 21

99-1 駒林字南原 424-2・
20 の一部、23 1999.4.9 330.38 個人住宅 遺構遺物なし 上埋 22

99-2 駒林字南原 394-2 1999.5.25 125.91 個人住宅 遺構なし、陶磁器片 上埋 22

99-3 駒林字南原 420-1 1999.7.1 1,322 礼拝堂 溝 1、遺物なし 上埋 22

99-4 駒林字南原 344-2 2000.1.18 ～ 20 785.79 共同住宅 溝 1、遺物なし 上埋 22

01 駒林 702・717 の一
部 2001.8.27 ～ 9.5 300 宅地造成 遺構なし、板碑片 上埋 25

02-1 駒林字新田前 238、
240 ～ 242-1 の一部 2002.6.3 ～ 21 650 区画整理予定地 溝 1、遺物なし 上埋 25

02-2 駒林字新田前 243 ～
245 2002.8.9 ～ 30 275 区画整理予定地 溝 1、遺物なし 上埋 25

02-3 駒林字新田前 261-2、
263、264 の一部 2002.8.30 ～ 9.19 1,120 区画整理予定地 土坑 1、遺物なし 上埋 25

02-4
駒林字新田前 280 ～
282-2、290、292-1
～ 298

2002.11.11 ～ 27 1,150 区画整理予定地 溝 4、遺物なし 上埋 25

03-1 駒林字新田前 263、
273、275 2003.5.16 ～ 21 558 土地区画整理 溝 1、遺物なし 上埋 26

03-2 駒林字南原 364 外
43 筆 2003.4.25 ～ 12.22 7,278.5 土地区画整理 溝 3、遺物なし 上埋 26

04 駒林字新田前 281 2005.1.7 ～ 24 1,487 範囲確認 溝 1、カワラケ、動物の歯、骨 上埋 27

1
駒林土地区画整理事
業地内 20 街区 4・8・
9

2006.7.13 ～ 28 646 共同住宅 堀跡、荼毘跡検出 市内 3

2
駒林土地区画整理事
業地内 17 街区 7・8
の一部

2006.11.21 ～ 29 421 専用住宅 堀跡検出 市内 3

3
駒林土地区画整理事
業地内 21 街区 3・4
の一部

2006.11.30 ～ 12.18 1,916 店舗 近世遺構建設 市内 3

4 駒林 B 地区 7 街区 3・
4 2007.6.11 ～ 13 1,866 共同住宅 縄文：土坑 1 市内 4

5
大字駒林字新田前
256（仮換地指定 30
街区 2）

（2008.4.9 ～ 16） 
2008.5.30 ～ 6.28 509 分譲住宅 縄文：集石 3、中近世：地下式坑 1、竪穴状遺構 25、溝 4、柵列、

ピット 市内 5・6

6
大字駒林字新田前
248-2（仮換地 1 街
区 27 符号 1）

（2008.8.27） 257 個人住宅 遺構遺物なし 市内 6

7 駒林土地区画整理事
業地内 28 街区 5 画地

（2009.2.3） 
2009.2.4・5 152 個人住宅 時期不詳の堀・溝跡 2 市内 6

8 大字駒林字新田前
245-5 （2009.6.8） 132 個人住宅 遺構遺物なし 市内 8

9 大字駒林字新田前
284

（2009.7.22 ～ 30） 
2009.7.30 ～ 8.5 892 共同住宅 縄文：集石土坑 1、土坑 2、ピット 9、溝 1 市内 8

10 大字駒林字新田前
288-1 の一部 （2010.2.17・18） 400 個人住宅 遺構遺物なし 市内 8

11
駒林区画整理事業 27
街区 2、10 画地、11
画地の一部

（2010.4.12 ～ 21） 689.45 個人住宅 遺構遺物なし 市内 10

12 駒林字新田前 258-2
（28 街区 12 画地） （2010.7.14） 115 個人住宅 中世～近世：溝確認 市内 10
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地点 所在地 調査期間
（　）は試掘調査 面積（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

13 新駒林 3-722-1・3・
4 （2010.7.27 ～ 29） 927 共同住宅 近世の土坑 2、ピット 11 市内 10

14
駒林字新田前 285 ～
287、288-2・3（22
街区内）

（2010.9.1 ～ 8） 2,000 公園工事 遺構遺物なし 市内 10

15
大字駒林字新田前
266-3（24 街区 12 符
号）

（2011.2.16・17） 
2011.2.17 115 個人住宅 時期不詳の土坑 1 市内 10

16 新駒林 3-706 （2011.5.2 ～ 25） 
2011.5.25 ～ 6.1 1,454 分譲住宅

堀、溝 1、井戸 2、土坑 2、ピット 4、縄文土器片、近世陶磁器 市内 14
17 新駒林 3-707 （2011.5.16 ～ 19） 495 分譲住宅

18 駒林 234-2、238-2（仮
換地）、31-4・5

（2011.4.28 ～ 5.2） 
2011.8.25 ～ 31 238 個人住宅 土坑 2、近世陶磁器類破片 市内 14

19 新駒林 2-305-1 （2011.11.28 ～ 12.5） 
2011.12.12 671 分譲住宅 中・近世の溝 1、縄文土器 市内 14

20 駒林元町 1-3-13 （2012.3.5 ～ 8） 178.8 共同住宅 土坑 1 市内 14

21 駒林元町 1-3-13 の
一部 （2012.3.5 ～ 8） 110 個人住宅 ピット 6、倒木痕 1 市内 14

22 駒林元町 1-3-20 （2012.3.5 ～ 8） 118 個人住宅 遺構遺物なし 市内 14

23 駒林元町一丁目 4 番 12（2012.4.10 ～ 16） 127 専用住宅 ピット 2、溝 3（うち 1 は掘状）、遺物なし 市内 15

24 駒林元町二丁目 1-7 （2012.5.16） 127 個人住宅 遺構遺物なし 市内 15

25 駒林元町一丁目 2 番 7（2012.6.4） 212 個人住宅 遺構なし、土器 市内 15

26 駒林元町一丁目 5 番
16 （2012.8.29・30） 136 個人住宅 ピット 6、溝 1、遺物なし 市内 15

27 駒林元町 1-5-9・10 （2012.12.21） 133 個人住宅 時期不明土坑 1、遺物なし 市内 15

28 駒林元町 1-3-8・14
～ 16

（2013.2.21 ～ 25） 
2013.5.21 ～ 27 1,208 宅地造成 中近世以降堀跡、溝 1、磁器片、須恵器、陶器 市内 14

29 新駒林 2-231-1 （2013.6.3 ～ 17） 2,200 店舗 土坑 2、溝 6、石器、近世陶磁器 市内 18

30 駒林元町 1-3-7 （2013.6.19・20） 68.16 個人住宅 近世以降ピット 3、陶磁器 市内 18

31 駒林元町 1-5-5・6 （2013.9.17 ～ 27） 925 宅地造成 溝 4、遺物なし 市内 18

32 駒林元町 2-1-16 （2014.2.10） 132 個人住宅 遺構遺物なし 市内 18

33 駒林元町 1-2-2 （2016.4.11） 129.6 個人住宅 遺構なし、土器片、須恵器 市内 24

34 新駒林 3-725-3 （2016.10.14） 163 共同住宅 泥面子、陶磁器 市内 24

35 新駒林 3-709-1 ～ 4、
710-1・2

（2017.7.27・28、
8.21・22）2017.8.23
～ 9.4

1,815 分譲住宅 堀跡（古代～中世）溝 4、土坑 2（時期不明）、石器、古銭、焙
烙 市内 23

36 駒林元町 1-7-4 （2017.9.19） 160 消防団倉庫 遺構遺物なし 市内 24

37 新駒林 2-216-1、
217-1

（2018.3.5 ～ 7）
2018.3.12 ～ 16 2,515 店舗 堀跡 1（中近世）、溝 1（近世以降）、陶磁器片、泥面子、土器片、

砥石、須恵器 市内 23

38 駒林元町 2-1-3 （2018.5.8） 396.06 店舗兼共同住宅 遺構なし、土器片 未報告
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Ⅱ　駒林遺跡第 33 地点
（１）調査の概要
　調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より 2016 年 3 月 30 日付けで「埋蔵文化財包蔵地の開発事
前協議書」がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北東部に位置する。協議の結果、
遺構の存在を確認するため 2016 年 4 月 11 日に試掘調査を実施した。
　試掘調査は幅約 1.5m のトレンチ 2 本を設定し、重機による表土除去後、人力で表面精査を行った。地
山ローム層までの深さは約 50 ㎝である。遺構は確認されなかったため、写真撮影・全測図等記録保存を
行ったうえで埋戻し、調査を終了した。表土中よりわずかに土器片が出土した。

（２）遺構と遺物
　遺物はすべて表採または表土中より出土した。詳細については第 54 表及び第 93 図に掲載した。

Ⅲ　駒林遺跡第 34 地点
（１）調査の概要
　調査は共同住宅建設に伴うもので、原因者より 2016 年 7 月 22 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が
ふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の北部に位置する。申請者と協議の結果、遺構の
存在を確認するため 2016 年 10 月 14 日に試掘調査を実施した。
　試掘調査は幅約 1m のトレンチ 4 本を設定し、重機で表土除去後、人力による表面精査を行った。現地
表面から地山ローム層までの深さは約 40 ㎝である。
　調査の結果、遺構は確認されなかったため、写真撮影・全測図作成等記録保存を行ったうえで埋戻し、
調査を終了した。なお、旧石器時代の確認調査は行っていない。

（２）遺構と遺物
　遺物は表土中より出土した。詳細については第 54 表及び第 94 図に掲載した。

第 54 表　駒林遺跡第 33・34 地点出土遺物観察表　（単位 cm・g）

地点 図版番号 出土遺構 種別・器種 口径・
長さ

底径・
幅

高さ・
厚さ 技法 / 文様 / 備考 時期 / 型式

第 33 地点
第 94 図 -1

遺構外

縄文 / 浅鉢 ー ー ー 内面口縁部に沈線と押引文 / 胎
土に雲母を含む、内面にハジケ

中期 / 五領ヶ
台

第 94 図 -2 土器 / 壷 （6.0） ー ー 轆轤成形 / 素焼きの小壷 近世以降か

第 34 地点
第 94 図 -1 磁器 / 皿 （11.0）（7.0） （1.9） 轆轤成形 / 型紙染付 / 漢詩文、

瀬戸美濃
1880 年代以
降

第 94 図 -2 土製品 / 泥面子 2.5 2.4 0.9 型押し成形 / 芥子面（ひょっと
こ）、裏面に指頭痕 近世以降

Ⅳ　駒林遺跡第 36 地点
（１）調査の概要
　調査は消防団車庫の建設に伴うもので、原因者より 2017 年 9 月 8 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」
がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲内の南東部に位置する。申請者と協議の結果、
遺構の存在を確認するため、2017 年 9 月 19 日に試掘調査を実施した。試掘調査は幅 1.5 ｍのトレンチ
2 本を設定し、重機で表土除去後、人力による調査を行った。現地表面から地山ローム層までの深さは約
30 ～ 70cm であった。
　遺構・遺物は確認されなかったため、写真撮影・平板測量による全測図作成等記録保存を行ったうえ埋
め戻し、調査を終了した。なお、旧石器時代の確認調査は行っていない。
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第 94 図　駒林遺跡第 33・34・36 地点調査区域図（1/300）、土層（1/150）、第 33・34 地点出土遺物（1/4・1/1）
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